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の
配
分
が
順
次
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
施
設
の
改
修
、
地
域
経
済
活
性
化
、

衛
生
資
材
の
購
入
・
備
蓄
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

の
整
備
な
ど
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
意
識
し

た
事
業
を
計
画
す
る
。

「
隠
岐
汽
船
」
へ
の
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
本
町
だ
け
で
決
め
ら
れ
る
問
題
で
な
い
が
、

離
島
住
民
の
生
活
を
支
え
る
離
島
航
路
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認
識
を
し
て
い
る
。

一
方
で
、
今
回
の
よ
う
な
全
国
的
大
規
模
な

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
生
じ
た
経
済
的
損
失
に

係
る
支
援
を
地
方
だ
け
の
負
担
で
行
う
の
は
困

難
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
国
に
お
い
て
も
有

効
な
対
策
が
取
ら
れ
る
よ
う
全
国
離
島
振
興
協

議
会
な
ど
を
通
じ
て
要
望
活
動
を
行
う
。

ま
た
、「
島
前
内
航
船
」
に
つ
い
て
は
、
３
町

村
の
負
担
金
で
運
営
し
て
い
る
事
業
で
、
質
問

に
あ
る
「
支
援
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
良

く
分
か
ら
な
い
が
、
３
町
村
の
負
担
金
が
増
額

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

２
．��

感
染
症
の
第
２
波
へ
の
警
戒
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
る
。
罹
患
の
疑
い
か
ら
、
入
退
院
ま

で
の
流
れ
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
な
ど
を
用
い

て
、
町
民
の
誰
で
も
簡
単
に
分
か
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

回
答
　
町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
新
し
い
知
見
等
が
加
わ
り
、
日
々
変
化

し
て
き
た
。

感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
ま
ず
は
、
本
人
ま

た
は
家
族
か
ら
島
根
県
の
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
く
。

そ
し
て
、
感
染
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
し
て

検
体
を
採
取
し
、
検
査
の
結
果
が
陽
性
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
本
土
の
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ

て
入
院
と
な
る
。

発
症
か
ら
10
日
間
経
過
し
、
か
つ
症
状
軽
快

後
72
時
間
を
経
過
す
る
な
ど
の
基
準
を
満
た
せ

ば
、
退
院
と
な
る
。

感
染
の
疑
い
か
ら
退
院
ま
で
は
、
す
べ
て
島

根
県
に
お
い
て
対
応
し
、
概
ね
取
り
扱
い
が
固

定
さ
れ
て
き
た
の
で
、
先
般
、
そ
の
流
れ
を
「
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
「
西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に

も
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
今
後
も
変
化
し
て

い
く
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
固
定
観
念
を

持
ち
や
す
い
各
戸
配
布
等
は
、
行
わ
な
い
方
向

で
考
え
て
い
る
。

取
り
扱
い
が
変
わ
っ
た
際
に
は
、「
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
と
「
西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
て
、
随

時
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
そ
の
都
度
、
確
認
い

た
だ
き
た
い
。

３
．�

今
後
準
備
に
取
り
か
か
る
、
西
ノ
島
町
の

10
年
間
の
計
画
「
第
６
次
西
ノ
島
町
総
合

振
興
計
画
」
の
中
に
、「
感
染
症
対
策
」

を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

回
答
　
町
長

総
合
振
興
計
画
は
、
10
年
の
期
間
の
中
で
、

町
の
目
指
す
姿
や
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策
を

明
ら
か
に
し
、
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て
定
め

る
も
の
で
、
個
別
具
体
の
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
の
記
載
と
は
な
ら
な
い
が
、
意
見
を
参
考
に
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

︽ 

町
議
会
６
月
定
例
会
の
概
要 

︾

６
月
23
日
（
火
）

「 

本 

会 

議 

開 
会 
」

町
長
諸
般
の
報
告
並
び
提
出
理
由
概
要
説
明

議
長
諸
般
の
報
告

一
般
質
問
︵
２
名
︶

報
告
案
件
︵
報
告
２
案
件
「
質
疑
」︶

議
案
説
明
︵
議
案
５
案
件
︶

︵
承
認
５
案
件
、
質
疑
、
討
論
、
表
決
「
全
て

原
案
の
と
お
り
承
認
」︶

議
案
説
明
︵
議
案
15
案
件
︶

︵
条
例
等
８
案
件
、
補
正
予
算
７
案
件
、
全
て

常
任
委
員
会
に
付
託
︶

「 

委 

員 

会 

審 

査 

」

　︵
※
各
委
員
会
審
査
日
程
は
次
︵
次
頁
︶
の
と

　
お
り
︶

６
月
24
日
（
水
）

「 

委 

員 

会 

審 

査 

」

　︵
※
各
委
員
会
審
査
日
程
は
次
︵
次
頁
︶
の
と

　
お
り
︶

「 

本 

会 

議 

再 

開
」

両
委
員
会
審
査
報
告

他
の
委
員
会
に
対
す
る
質
疑
及
び
討
論
、
表
決

︵
議
案
15
案
件
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
︶

陳
情
︵
１
案
件
「
趣
旨
採
択
」
に
決
定
︶

閉
会
中
の
継
続
調
査
等
の
申
出
︵
了
承
︶
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質
問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

　
　
　に
つ
い
て

１
．����「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
西
ノ
島

町
の
つ
か
い
み
ち
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　�

ま
た
、「
隠
岐
汽
船
」
や
「
島
前
内
航
船
」

の
支
援
に
つ
い
て
併
せ
て
伺
う
。

回
答
　
町
長

国
の
第
１
次
補
正
予
算
１
兆
円
分
の
う
ち

７
，
１
０
０
億
円
の
配
分
が
既
に
示
さ
れ
、
本

定
例
会
で
審
議
い
た
だ
く
一
般
会
計
補
正
予
算

に
初
回
交
付
額
４
，
６
０
０
万
円
余
り
を
計
上

し
て
い
る
。

今
回
計
上
し
た
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
先
に

予
算
専
決
し
た
「
宿
泊
施
設
等
継
続
支
援
給
付

金
事
業
」、「
わ
が
と
こ
応
援
商
品
券
・
食
事
券

発
行
事
業
」
等
に
充
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
経
営
に
影
響
を
受
け
て

い
る
町
内
の
事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
。

１
次
補
正
分
の
残
額
と
２
次
補
正
分
２
兆
円

え
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
町

全
体
の
畜
産
振
興
に
資
す
る
よ
う
各
地
区
の
畜

産
団
体
と
も
牧
の
利
用
調
整
に
つ
い
て
粘
り
強

く
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
議
員
は
、

畜
産
業
に
も
長
年
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、
専
門

的
な
立
場
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
。

な
お
、
管
理
道
を
含
め
た
犬
牧
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
相
当
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
の
で
、
財
政
面
や
効
果
面
、
適
正
な
補

助
事
業
等
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

質
問

　畜
産
振
興
に
つ
い
て

　「
犬
牧
の
復
活
と
管
理
道
の
整
備
」を
提
案

し
、町
長
の
所
信
を
伺
う
。

回
答
　
町
長

本
町
の
畜
産
業
は
、
公
共
牧
野
を
活
用
し
た

放
牧
主
体
の
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
町
内
に
は

19
ヵ
所
の
牧
が
あ
り
、
現
在
11
ヵ
所
が
利
用
さ

れ
８
７
０
頭
の
牛
と
40
頭
余
り
の
馬
が
放
牧
さ

れ
て
い
る
。

町
で
は
、
例
年
、
牧
柵
の
更
新
や
雑
灌
木
の

除
去
等
公
共
牧
野
の
整
備
を
行
い
、
牧
野
を
利

用
し
た
省
労
働
・
低
コ
ス
ト
生
産
に
よ
る
繁
殖

経
営
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
に
あ
る
よ
う
に
、
畜
産
農
家
が
放
牧
す

る
牧
は
、
原
則
と
し
て
、
放
牧
を
行
う
町
民
の

竹 谷 　 実
議 員

居
住
地
の
集
落
単
位
で
特
定
の
牧
が
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
、
特
定
の
利
用
し
易
い
牧
に
利

用
が
集
中
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
過
放
牧

に
よ
る
餌
不
足
が
生
じ
る
な
ど
の
事
案
が
あ
る
。

こ
う
し
た
事
案
を
解
消
す
る
方
策
と
し
て
、

現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
犬
牧
を
整
備
し
、
誰

で
も
放
牧
で
き
る
牧
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
、

増
頭
対
策
や
新
規
就
農
対
策
等
を
推
進
す
る
一

案
と
受
け
止
め
て
い
る
。

ま
た
、
公
共
牧
野
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、

過
放
牧
の
牧
、
逆
に
放
牧
頭
数
が
減
少
し
余
力

の
あ
る
牧
も
あ
り
、
牧
野
間
で
の
調
整
等
が
可

能
に
な
れ
ば
、
１
牧
野
当
た
り
の
放
牧
頭
数
の

平
均
化
が
図
れ
、
更
な
る
有
効
活
用
に
繋
が
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
幾
度
か
牧
の

利
用
調
整
等
の
機
会
は
あ
っ
た
が
、
長
年
続
い

て
き
た
慣
習
を
主
張
さ
れ
、
放
牧
に
お
け
る
調

整
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
議
員
も
よ
く
承

知
の
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
牧
の
利
用
調
整
に
理
解
を
頂
く
事
が
最

も
難
し
く
、
こ
の
問
題
の
解
決
な
く
し
て
犬
牧

の
復
活
の
検
討
は
、
前
に
進
ま
な
い
も
の
と
考

議
会
だ
よ
り

第
４
８
２
回
西
ノ
島
町
議
会
　
６
月
定
例
会
一
般
質
問
（
要
約
）

東 保
議 員
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の
配
分
が
順
次
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
施
設
の
改
修
、
地
域
経
済
活
性
化
、

衛
生
資
材
の
購
入
・
備
蓄
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

の
整
備
な
ど
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
意
識
し

た
事
業
を
計
画
す
る
。

「
隠
岐
汽
船
」
へ
の
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
本
町
だ
け
で
決
め
ら
れ
る
問
題
で
な
い
が
、

離
島
住
民
の
生
活
を
支
え
る
離
島
航
路
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認
識
を
し
て
い
る
。

一
方
で
、
今
回
の
よ
う
な
全
国
的
大
規
模
な

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
生
じ
た
経
済
的
損
失
に

係
る
支
援
を
地
方
だ
け
の
負
担
で
行
う
の
は
困

難
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
国
に
お
い
て
も
有

効
な
対
策
が
取
ら
れ
る
よ
う
全
国
離
島
振
興
協

議
会
な
ど
を
通
じ
て
要
望
活
動
を
行
う
。

ま
た
、「
島
前
内
航
船
」
に
つ
い
て
は
、
３
町

村
の
負
担
金
で
運
営
し
て
い
る
事
業
で
、
質
問

に
あ
る
「
支
援
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
良

く
分
か
ら
な
い
が
、
３
町
村
の
負
担
金
が
増
額

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

２
．��

感
染
症
の
第
２
波
へ
の
警
戒
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
る
。
罹
患
の
疑
い
か
ら
、
入
退
院
ま

で
の
流
れ
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
な
ど
を
用
い

て
、
町
民
の
誰
で
も
簡
単
に
分
か
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

回
答
　
町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
新
し
い
知
見
等
が
加
わ
り
、
日
々
変
化

し
て
き
た
。

感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
ま
ず
は
、
本
人
ま

た
は
家
族
か
ら
島
根
県
の
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
く
。

そ
し
て
、
感
染
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
し
て

検
体
を
採
取
し
、
検
査
の
結
果
が
陽
性
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
本
土
の
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ

て
入
院
と
な
る
。

発
症
か
ら
10
日
間
経
過
し
、
か
つ
症
状
軽
快

後
72
時
間
を
経
過
す
る
な
ど
の
基
準
を
満
た
せ

ば
、
退
院
と
な
る
。

感
染
の
疑
い
か
ら
退
院
ま
で
は
、
す
べ
て
島

根
県
に
お
い
て
対
応
し
、
概
ね
取
り
扱
い
が
固

定
さ
れ
て
き
た
の
で
、
先
般
、
そ
の
流
れ
を
「
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
「
西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に

も
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
今
後
も
変
化
し
て

い
く
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
固
定
観
念
を

持
ち
や
す
い
各
戸
配
布
等
は
、
行
わ
な
い
方
向

で
考
え
て
い
る
。

取
り
扱
い
が
変
わ
っ
た
際
に
は
、「
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
と
「
西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
て
、
随

時
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
そ
の
都
度
、
確
認
い

た
だ
き
た
い
。

３
．�

今
後
準
備
に
取
り
か
か
る
、
西
ノ
島
町
の

10
年
間
の
計
画
「
第
６
次
西
ノ
島
町
総
合

振
興
計
画
」
の
中
に
、「
感
染
症
対
策
」

を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

回
答
　
町
長

総
合
振
興
計
画
は
、
10
年
の
期
間
の
中
で
、

町
の
目
指
す
姿
や
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策
を

明
ら
か
に
し
、
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て
定
め

る
も
の
で
、
個
別
具
体
の
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
の
記
載
と
は
な
ら
な
い
が
、
意
見
を
参
考
に
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

︽ 

町
議
会
６
月
定
例
会
の
概
要 

︾

６
月
23
日
（
火
）

「 

本 

会 

議 

開 

会 

」

町
長
諸
般
の
報
告
並
び
提
出
理
由
概
要
説
明

議
長
諸
般
の
報
告

一
般
質
問
︵
２
名
︶

報
告
案
件
︵
報
告
２
案
件
「
質
疑
」︶

議
案
説
明
︵
議
案
５
案
件
︶

︵
承
認
５
案
件
、
質
疑
、
討
論
、
表
決
「
全
て

原
案
の
と
お
り
承
認
」︶

議
案
説
明
︵
議
案
15
案
件
︶

︵
条
例
等
８
案
件
、
補
正
予
算
７
案
件
、
全
て

常
任
委
員
会
に
付
託
︶

「 

委 

員 

会 

審 

査 

」

　︵
※
各
委
員
会
審
査
日
程
は
次
︵
次
頁
︶
の
と

　
お
り
︶

６
月
24
日
（
水
）

「 

委 

員 

会 

審 

査 

」

　︵
※
各
委
員
会
審
査
日
程
は
次
︵
次
頁
︶
の
と

　
お
り
︶

「 

本 

会 

議 

再 

開
」

両
委
員
会
審
査
報
告

他
の
委
員
会
に
対
す
る
質
疑
及
び
討
論
、
表
決

︵
議
案
15
案
件
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
︶

陳
情
︵
１
案
件
「
趣
旨
採
択
」
に
決
定
︶

閉
会
中
の
継
続
調
査
等
の
申
出
︵
了
承
︶

　


